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30. アズキ近縁野生種 Vignahirtellaに見出されたアズキうどん

こ病抵抗性

〔要約〕 アズキ近縁野生種 ViRJWhirtellaはアズキうどんこ病菌に対して抵抗性を示す。本種は栽培アズ

キと交配可能で、 Flは本菌に対し抵抗性を示す。また、 戻 し交配第 1世代 (BC) では感受性反応と過

敏感反応が l: 1に分離する。よって、本抵抗性は単一の優性遺伝子によって支配されている。
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［背景・ねらい］

アズキうどんこ病は熱帯 ・亜熱帯地域におけるアズキやリョク トウなど Vigna属豆類に感染する最も 重

要な糸状菌病害のひとつである。これまでアズキ品種の中に抵抗性のものは見いだされていない。そこ

で、抵抗性アズキの開発を目指して、これま で国際農林水産業研究セン ター (JIRCAS)が収集してきた

アズキ野生遺伝資源の一部の材料につき 、アズキうどんこ病抵抗性の有無を調査する。なお、ここ で用

いた V.hirtella系統は、 JIRCASから琉球大学への委託事業 「熱帯アジアのマメ科作物野生種の分布と生

態」（平成 6~8年）において北 タイで収集 したものである。

［成果の概要• 特徴］

］． 栽培アズキの主要品種である「エ リモ ショウズ」やアズキ祖先野生種ヤプツ）レアズキ、近縁野生種ヒ

メツルアズキ、ヒナアズキは、アズキうどんこ病菌 Podosphaeraphaseoliに激しく罹病するが、アズキ

近縁野生種 V.hirtellaは過敏感反応を示し、抵抗性である （図 l、図 2)。

2. V. hirtellaと栽培アズキの間では、いの作出が可能で、アズキヘの戻 し交配も容易である （国際農業

成果情報第 6号お よび図 2)。

3. 「エ リモショウズ」と V.hirtellaとの F1は初生葉への接種試験で抵抗性を示す（図 2)。

4. BC1世代 I(V. hirtella X 「シロアズキ」）x「エリモ ショウズ」1 の初生葉、第 1本葉への接種試験で

は病原菌に対する反応は感受性と抵抗性が 24:21に分離した （図 3)。

5. F1における抵抗性、及び戻 し交配交雑集団における 1逍伝子支配の分離理論比 1: Iに対する 1打直

は 0.2(0.7>p>0.5)で、本抵抗性が単一の優性遺伝子に支配されていることを示す。

［成果の活用面・留意点］

］． アズキうどんこ病菌 レースは多様であると想像されるので、これまで JIRCASが収集してきたアズキ

野生遺伝資源について抵抗性の有無を評価する必要がある。

2. 現在 BC2集団が得られている。抵抗性アズキの開発のため、「エリモ ショウズ」による戻し交配と抵

抗性検定 ・選抜を継続する必要がある。

3. アズキうどん こ病菌の生理 レースについてはこれまで知見がない。ここで見いだした抵抗性を崩壊さ

せる レースの存在 （出現）が危惧される。
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図 1 アズキ近縁野生種の抵抗性
a: ヤプツルアズキ (var.nipponensis)は罹病性であ った。

温室での自然感染で初生葉から第 3本葉まで病斑が拡がっ

ている。
b (右）：エリモショウズも罹病性であるが、b(左）：hirtella 

は抵抗性であった。
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図2 エリモショウズXhirtellaのF1(左）

は抵抗性を示した （接種試験によ
る）。
（右）はエリモショウズ。

図3 初生葉への接種による I(II. hirtella Xシロアズキ）Xエリモショウス'I(戻し交配第 1世代）植物の

アズキうどんこ病菌に対する抵抗性 (R)と感受性 (S)反応の分離。R:S = 24: 21に分離した。

分離比1: 1に対するだ値は0.2(0.7>p>0.5)であ った。この図には6個体のBC1植物が植わ っている。
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